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ごあいさつ
　平素より、皆さま方には、私ども長浜信用金庫に対しまして格別のご愛顧を賜り、心から厚くお礼申し
上げます。
　ここに、令和６年度の事業内容や業績等をまとめたディスクロージャー誌「DISCLOSURE2025」を作
成いたしました。是非ご高覧いただき、当金庫へのご理解をより一層深めて頂ければ幸甚に存じます。
 当期は、「ながしん『未来を拓く変革への挑戦』３か年計画」～信用金庫の真価の発揮と地域の持続的発
展を目指して～の初年度として、地域やお客さまの課題解決に向けて、円滑な金融仲介の役割を果たす
ため「お取引先・地域・ながしん」の一体感を大切に、存在感のあるコミュニティバンクを目指して、全役職
員が一丸となって取り組んでまいりました。
　昨年の我が国経済は、令和６年3月に日本銀行が17年ぶりにマイナス金利政策を解除し、政策金利を
0.5％へ引き上げるなど、金利・物価・賃金が揃って上昇に転じ、「脱デフレ元年」ともいえる節目の年とな
りました。企業業績につきましても、円安の追い風や価格転嫁の進展により、製造業・非製造業を問わず
過去最高水準の収益を確保する企業が多く見られました。こうした中、積極的な設備投資や高水準の賃
上げが実施され、経済の前向きな動きが広がっております。一方で、物価上昇に名目賃金が追いつかず、
家計の購買力が実質的に低下する状況が続き、個人消費には依然として力強さを欠くなど、克服すべき
課題も残されております。
　当期は、地域経済の縮小や人口減少といった構造的要因に加え、預金金利を中心とした獲得競争の激
化により、厳しい経営環境が続きました。こうした中、当金庫では、お客さまの資金繰り支援や各種補助
金・助成金申請のお手伝いなどに全力で取り組むとともに、不良債権や有価証券評価損に対する適切な
処理を行い、且つ効率的な資金運用やローコスト経営に努めてまいりました。
　その結果、当期末の預金残高は、3,920億円と対前期比1.19％と減少しましたが、貸出金残高は、
1,484 億円と、対前期比 2.98％増加いたしました。
　収益面では、米国の金利高止まりと日本銀行の政策金利引き上げにより、国内金利が急上昇し、貸出
金利息や預け金利息が増加する一方で、調達コストも増加し、収益環境は厳しさを増しました。こうした
中、当金庫は国債等の償却を積極的に進め、財務体質の健全化に努めました。その結果として、経常利益
は、1,091百万円と前期比56.14％、最終当期純利益は846百万円、前期比 53.14％と各々減益となり
ました。なお、健全性の指標である自己資本比率は、19.90％と国内基準（４％）を大きく上回る水準を引
き続き確保することができました。
　これも、偏に会員の皆さまならびにお取引先の皆さまのお引き立ての賜と、厚くお礼申し上げる次第
です。 
　今後とも、地域金融機関としての使命を果たすべく、地域経済の活性化やお客さまの課題解決に資す
る金融サービスの提供に努めてまいります。 
　何卒、この上とも倍旧のご支援とご愛顧を賜りますよう切にお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただ
きます。

　　令和７年６月

理事長　池野 弘和会　長　田邊　功

〈ながしん〉のキャッシュカードを、
〈ながしん〉のATMでご利用の場合、

いつでもATM入出金手数料　　　です。いつでもATM入出金手数料　　　です。0円0円
〈ながしん〉の

キャッシュカードを
〈ながしん〉の

ATMでご利用

+ =
ATM

いつでも
ATM

入出金手数料 00円
ATM振込の

本支店間
振込手数料 00円
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地域金融の担い手として与えられた社会的使命と役割に誇りを持ち、
地域と地域の人々との共感と信頼を大切に、健全経営のもと活力
ある長浜信用金庫を目指す。　

基 本 理 念

1．経営基盤と経営体質の強化をはかり、常に健全経営に徹し地域
金融機関としての信用を昂める。

1．財産形成の支援と円滑なる融資を通じて、地域と地域の人々の
繫栄に寄与する。

1．職員の資質向上をはかるとともに、職員および家族の繁栄に努
める。

経 営 理 念

3か年経営計画
『ながしん「未来を拓く変革への挑戦」3か年計画』

　　～信用金庫の真価の発揮と地域の持続的発展を目指して～
（令和6年度～令和8年度）

　長浜信用金庫のすべきことは、「お取引先・地域・ながしん」が一体感の
持てる存在感のあるコミュニティバンクを目指して、金融・非金融分野に
おいて、広く支援が必要な人を支え、課題解決に貢献し、その人達を幸せ
にすることである。
　100周年のさらに先を見据えて、お客さまに寄り添い、よく知るために
知恵を絞り、汗を流して、職員ひとりひとりが切磋琢磨し、お客さまに感謝
される一番身近な金庫となることが当金庫の目指す姿である。

基 本 方 針

1．事業者のお客さまへの取組み
・伴走支援の強化
・事業性評価の深化
・支援機関との連携

2．個人のお客さまへの取組み
・資産形成・運用支援
・法定（任意）後見制度の活用、代理人サービスなど高齢者サポートの拡充
・個人ローンの積極的な取組み

3．人材（人財）育成
・育成型渉外体制
・職員の課題解決力・対話力向上のための取組み

4．組織の改革
・将来を見据えた店舗戦略、店舗運営
・効率的な組織運営

5．リスク管理態勢の強化
・リスク管理の高度化（リスクの把握・計量化等）
・サイバーセキュリティ対策の強化

6．業界総合力の活用
・金融業務に関するデジタル戦略
・地域の枠を超えた地方創生の推進

6つの重点戦略と具体策

■〈ながしん〉と地域とのかかわり
 地域密着型金融の取組み ・・・・・・・・・3
 高月支店長浜市役所湖北分庁舎出張所開所 4
 店舗に関するご案内 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

■事業の概況について
　第102期（令和6年度）事業の概況
 事業方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5
 金融経済環境 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5
 預金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6
 貸出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6
 損益・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

■地域貢献について
　地域活性化への取組み
 地域密着型金融の取組み ・・・・・・・・・7
 商品のご案内 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

■財務の健全性について
 自己資本の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9
 不良債権の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
 リスク管理の徹底 ・・・・・・・・・ 11～12

■業務の適切性について
 総代会制度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13～14
 コンプライアンス（法令等遵守）態勢 15

 当金庫の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16
 店舗のご案内 ・・・・・・・・・・・・・・・ 17～18
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ディスクロージャー誌のうち、詳細な計数資料等
につきましては、当金庫ホームページをご覧くだ
さい。

https://www.nagashin.co.jp/about/doc/
disclosure-2025-03/disclosure-2025-03
-shiryo.pdf

当金庫のディスクロージャー誌（資料編）のご案内
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※令和7年3月31日現在

〈ながしん〉と地域とのかかわり

地域密着型金融の取組み

地域社会との強い絆を大切にし、持続的発展が可能な地域社会づくりに取り組んでいます。

出資金 786 百万円

預金積金
392,084 百万円 ①

貸出金

お取引先への支援等
文化的・社会的貢献活動

148,444 百万円
（預貸率②/① 37.86％）

②

債券市場
株式市場
信金中金 等

有価証券や
預け金による
運用も行って
います。
有価証券
168,924百万円
預け金
111,361百万円

コーポレートシンボル
　3つの楕円は、左側から「地域・金庫・未来」を表し、地域と金庫の2つの楕円で人をイメージしたものに、
未来の楕円をあわせて、NAGASHINの頭文字のNをシンボライズしています。
　デザインは、楕円の緩やかな組み合わせにより「やさしさと親しみやすさ」を、色調にはブルー系を用い
ることで「さわやかさと信頼感」、「琵琶湖の水とすんだ青空」を表現しています。
　さらに、Nのデザインの中央にある白抜きは、当金庫のスローガンである「未来にいい風」を表現し、地
域や地域の人々の未来に向かって吹くフォローの風でありたいとする、当金庫の思いを表現しています。

　当金庫は、湖北地方とよばれる長浜市・米原市を主な営業基盤として、地元の中小・零細企業者や住民の皆さまが会員（ご出資
者）となって、お互いに助け合い、発展していくことを共通の理念として運営されている相互扶助型の金融機関です。
　したがって、創業以来この信用金庫の基本理念のもと、地元のお客さまからお預かりした大切なご預金は、地元で資金を必要
とするお客さまにご融資し、地域発展のための金融円滑化に努めてまいりました。
　こうした業務運営によって育まれた、地域社会との強い絆、ネットワークは当金庫にとって最も大切な財産と考えております。
　今後とも、金融サービスの提供はもとより、地域社会における福祉・教育・文化・環境といった各分野におきましても、引続き
貢献できるよう努力してまいります。

地域の
お客さま

会員の皆さま
（会員数11,661人）

〈ながしん〉
常勤役職員 200人
店舗数 16店舗
店外ATM 8台

業務純益 688百万円
経常利益 1,091百万円
当期純利益 846百万円
自己資本比率 19.90％

令和6年度決算に関する事項

基本的な取組方針
　地域密着型金融は、当金庫が協同組織金
融機関としての使命を果たすべき業務活動
の根幹であることから、「3か年経営計画」に
おいて取り組むべき重点課題を明示し、具体
的な施策については毎年度「事業計画」を策
定し、PDCA管理のもと推進を図っています。

令和6年度の取組状況
　当金庫3か年経営計画『ながしん「未来を拓く変革への挑戦」3か年
計画』～信用金庫の真価の発揮と地域の持続的発展を目指して～（令
和6年度～令和8年度）の初年度として、重点課題である「事業者のお
客さまへの取組み」「個人のお客さまへの取組み」「人材（人財）育成」

「組織の改革」「リスク管理態勢の強化」「業界総合力の活用」の着実な
進展に取組み、お取引先をはじめ地域の皆さまとの更なる連携強化を
図りながら、地域の活性化、持続的発展への寄与に努めました。
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　令和6年７月1日、長浜市役所湖北分庁舎の一角に高
月支店の出張所として、長浜市役所湖北分庁舎出張所
を開設いたしました。
　平成10年10月に近江支店をオープンして以来、25
年ぶりに新店舗を開設し、ますます身近な〈ながしん〉を
目指します。

高月支店 長浜市役所湖北分庁舎出張所 開所

（近江支店）

店舗に関するご案内
・窓口予約の開始

事前に店舗にご連絡いただく
ことにより、ご来店の予約がで
きます。待ち時間なくスムーズ
にご案内いたします。

・昼休業の導入にかかる
　窓口営業時間の変更

令和6年11月1日より、本店営
業部を除く各支店において、
11：30～12：30の昼休業を
導入し、営業時間を変更いたし
ております。

・窓口のローカウンター化
お客さまから気軽にご相談
い た だ けるよう全 店 で ロ
ビー窓口のローカウンター
化に取り組んでおります。

 

是非、お友だち登録をお願いします！ 

：
の「友だち追加」から、 検索する

か をスキャンして登録してください。

〈ながしん〉は、2025年に滋賀県で開催される
国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会に

協賛しております。
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域や地域の人々の未来に向かって吹くフォローの風でありたいとする、当金庫の思いを表現しています。

　当金庫は、湖北地方とよばれる長浜市・米原市を主な営業基盤として、地元の中小・零細企業者や住民の皆さまが会員（ご出資
者）となって、お互いに助け合い、発展していくことを共通の理念として運営されている相互扶助型の金融機関です。
　したがって、創業以来この信用金庫の基本理念のもと、地元のお客さまからお預かりした大切なご預金は、地元で資金を必要
とするお客さまにご融資し、地域発展のための金融円滑化に努めてまいりました。
　こうした業務運営によって育まれた、地域社会との強い絆、ネットワークは当金庫にとって最も大切な財産と考えております。
　今後とも、金融サービスの提供はもとより、地域社会における福祉・教育・文化・環境といった各分野におきましても、引続き
貢献できるよう努力してまいります。

地域の
お客さま

会員の皆さま
（会員数11,661人）

〈ながしん〉
常勤役職員 200人
店舗数 16店舗
店外ATM 8台

業務純益 688百万円
経常利益 1,091百万円
当期純利益 846百万円
自己資本比率 19.90％

令和6年度決算に関する事項

基本的な取組方針
　地域密着型金融は、当金庫が協同組織金
融機関としての使命を果たすべき業務活動
の根幹であることから、「3か年経営計画」に
おいて取り組むべき重点課題を明示し、具体
的な施策については毎年度「事業計画」を策
定し、PDCA管理のもと推進を図っています。

令和6年度の取組状況
　当金庫3か年経営計画『ながしん「未来を拓く変革への挑戦」3か年
計画』～信用金庫の真価の発揮と地域の持続的発展を目指して～（令
和6年度～令和8年度）の初年度として、重点課題である「事業者のお
客さまへの取組み」「個人のお客さまへの取組み」「人材（人財）育成」

「組織の改革」「リスク管理態勢の強化」「業界総合力の活用」の着実な
進展に取組み、お取引先をはじめ地域の皆さまとの更なる連携強化を
図りながら、地域の活性化、持続的発展への寄与に努めました。
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第102期（令和6年度）事業の概況（令和7年3月31日現在）

企業理念・事業計画に基づき着実に経営活動を営んでいます。

事業方針

　第102期は、新３か年計画「『ながしん「未来を拓く変革への挑戦」３か年計画』～信用金庫の真価の発揮と地域の持続的発展を目指

して～」の初年度であり、今後、当金庫は創立１００周年の節目を超え、良き伝統と精神を大切にし、地域における存在感、お取引先から

の期待、職員の満足を念頭に１０１年目を変革への出発点とし、本３か年計画に取り組みました。 

　本年の重点施策は、地域に根ざした金融機関として、地域や中小零細企業、個人事業者の皆様の課題解決に向けて、きめ細やかな

対応により、円滑な金融仲介の役割を果たすため　①営業推進策として顧客基盤拡大による預金の獲得、より多くのお客様との面談

時間の確保、育成型渉外体制の導入による職員レベルの向上　②体制整備（営業体制支援策、業務効率化策） 内部事務の徹底的な

合理化・効率化、本部事務集中の拡大、様々な職員が集まる「対話する場」の設定　を計画の重点施策とし、これに向けて取り組み、

「取引先・地域・ながしん」が一体感の持てる存在感のあるコミュニティバンクを目指してきたところです。 

金融経済環境

　わが国経済は、雇用・所得環境の改善のもとで、全体としては緩やかな回復基調を続けていますが、一方、中国経済停滞の影響や混

迷を深める中東・ウクライナ情勢に加え、米国の新政権が世界経済に与える影響等が懸念されているところであり、国際的な政治・経

済情勢が景気の下押し圧力となり得る、不確実性が高い状況となっています。 

　金融面では、日本銀行が２０２４年３月にマイナス金利政策を解除し、それ以降も基本的には緩和姿勢を継続していることから、わが

国の金融・経済に与える影響を注視し、適切な対応を図っていくことが肝要であります。 

　中小零細企業を取り巻く経営環境は、高止まりする物価や賃金水準の上昇等を背景として依然厳しい状況にあり、各事業者が抱え

る経営課題はますます多様化しています。とりわけ人口減少・少子高齢化の急速な進展のもと、人手不足が中小零細企業の事業運営

に深刻な影響を与えています。 

　このような情勢下、当金庫といたしましては、お取引先の資金繰り支援や各種補助金・助成金申請に積極的に協力するなど全力を

挙げて取り組みました。 

　当金庫は、本年も不良債権に対する適切な引当や有価証券の減損処理を行い、且つ効率的な資金運用やローコスト経営に努め、最

終的に当期純利益は前期を大きく下回りましたが、経営基盤の改善を図ることができました。
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期末残高　392,084百万円
（前期比 4,759百万円、1.19％減少）
　金利優遇定期預金を中心に個人向け取引
を推進しましたが、公金預金の減少により、
結果として期末残高は､392,084百万円と
対前期比 4,759百万円、1.19％減少しまし
たが、期中平均残高は、396,753百万円と
対前期比3,741百万円、0.95％増加いたし
ました。

【預金の人格別・科目別残高内訳】
（令和7年3月31日現在）

預　金

個人（76.8％）
301,302百万円

定期預金（64.7％）
253,855百万円

金融機関（0.0％）
63百万円

公金（7.5％）
29,512百万円

法人（15.6％）
61,206百万円

定期預金（1.8％）
7,226百万円

当座預金（1.3％）
5,247百万円

普通預金（31.4％）
123,223百万円

貯蓄預金（0.1％）
452百万円

通知預金（0.0％）
40百万円

別段・納税準備預金（0.5％）
2,038百万円

期末残高　148,444百万円
（前期比 4,305百万円、2.98％増加）
　資金繰り支援や日本政策金融公庫とのＣＬ
Ｏ融資などに取り組み、また、消費者ローン
においても職域サポートを中心に増加が図
れました。加えて金融機関向け融資により、
結果として期末残高は、148,444百万円と
対前期比4,305百万円､2.98％、また、期中
平均残高は、146,028百万円と対前期比
4,230百万円、2.98％各々増加いたしまし
た。

【貸出金の業種別残高内訳】
（令和7年3月31日現在）

貸出金

当期純利益　846百万円 （前期比 960百万円、53.14％減益）
　米国の堅調な経済動向による市場金利の高止まりと、日本の政策金利引上げが国内金利の急激な上昇につながり、当金
庫の貸出金利息や預け金利息が増加したものの、預金利息や国債等債券償却も増加いたしました。　結果として、経常収
益は7,368百万円と対前期比443百万円､5.67％の減少となりました。一方、経常費用は、6,276百万円と対前期比
954百万円、17.93％の増加となりました。その結果として、経常利益は、1,091百万円と対前期比1,397百万円、
56.14％、また当期純利益も、846百万円と対前期比960百万円、53.14％ 各々減益となりました。なお、健全性の指標で
ある自己資本比率は、19.90％と国内基準（4%）の4倍を上回る水準を確保することができ、引き続き健全な財務体質を
堅持しております。 

【業務純益・コア業務純益・経営利益・当期純利益の推移】

損 益

個人
（住宅・消費・納税資金等）
（20.0％）

29,705百万円

製造業（7.4％）
10,973百万円

地方公共団体
（11.0％）

16,378百万円

金融業・保険業（30.4％）
45,071百万円

その他（0.3％）
475百万円

建設業（7.5％）
11,130百万円

運輸業・郵便業（2.7％）
3,963百万円

卸売業・小売業（4.3％）
6,368百万円

不動産業（9.2％）
13,593百万円

サービス業（7.2％）
10,779百万円

■令和5年3月期
■令和6年3月期
■令和7年3月期2,837

2,341

688

2,820
2,489

1,091

2,035
1,806

846

3,058

3,565
3,188

（単位：百万円）

業務純益
※貸出金や預金などの信用

金庫の本来業務による利
益です。

コア業務純益
※業務純益から一般貸倒引当

金繰入額と国債等債券損
益等の一時的変動要因を
差し引いた、本来業務にお
ける基礎的利益です。

経常利益
※本来業務による収益に、

本業以外の普段活動によ
る損益（臨時損益）を加減
した利益です。

当期純利益
※経常利益に特別損益を加

減し、法人税等の税金を
差し引いた利益です。

事
業
の
概
況
に
つ
い
て

05 ディスクロージャー

第102期（令和6年度）事業の概況（令和7年3月31日現在）

企業理念・事業計画に基づき着実に経営活動を営んでいます。

事業方針
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1.

地域活性化への取組み
金融サービスの提供はもとより、地域の文化的・社会的貢献活動にも積極的に取り組んでいます。

顧客企業に対するコンサルティング機能の発揮

■経営者保証に関する取組方針及び「経営者保証ガイドライン」への取組状況
　当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」及び「事業承継時に焦点を当てた「経営者保証に関するガイドライン」の特
則」の趣旨や内容を十分に踏まえ、お客さまからお借入れや保証債務整理の相談を受けた際に真摯に対応するため、「経営者
保証に関する取組方針」を以下のとおり策定しています。同取組方針に基づき、経営者保証の必要性については、お客さまとの
丁寧な対話により、法人と経営者の関係性や財務状況等の状況を把握し、同ガイドライン等の記載内容を踏まえて十分に検討
するなど、適切な対応に努めています。

■各種制度融資への取組み ■お取引先企業に対する経営改善支援強化への取組み
　営業店と本部専担部署とが連携を取りながら、お取引先
の経営改善支援に取り組みました。

（1）経営者保証に関する取組方針
　当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」（以下、「ガイドライン」という。）の趣旨や内容を踏まえ、同ガイドライン
を融資慣行として浸透・定着させていくために、以下のとおり取り組みます。

▶お客さまが融資等資金調達のお申込みをした場合、当金庫では、お客さまのガイドラインの要件の充足や経営状況等を総
合的に判断する中で、経営者保証を求めない可能性や経営者保証の機能を代替する融資手法（一定の金利の上乗せ等）
を活用する可能性について、お客さまの意向を踏まえたうえで検討いたします。

▶上記の検討を行った結果、経営者保証を求めることがやむを得ないと判断し、経営者保証を提供いただく場合、当金庫は
お客さまの理解と納得を得ることを目的に、保証契約の必要性等に関する丁寧かつ具体的な説明を行います。

▶経営者保証を提供いただく場合、お客さまの資産及び収入の状況、融資額、信用状況、情報開示の姿勢等を総合的に勘案
して、適切な保証金額の設定に努めます。

▶お客さまから既存の保証の変更・解除等の申入れがあった場合は、ガイドラインに即して改めて経営者保証の必要性や適
切な保証金額等について真摯かつ柔軟に検討を行うとともに、その検討結果について丁寧かつ具体的な説明を行います。

▶事業承継時には、原則として前経営者、後継者の双方から二重で経営者保証は求めないこととし、例外的に二重に保証を
求めることが必要な場合には、丁寧かつ具体的な説明を行います。

　また、後継者に当然に保証を引き継いでいただくのではなく、その必要性を改めて検討いたします。
▶お客さまからガイドラインに基づく保証債務整理の申し出を受けた場合には、ガイドラインに即して誠実に対応いたします。

（2）「経営者保証ガイドライン」への取組状況

地域密着型金融の取組み

新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合
保証契約を解除した件数（注）

新規に無保証で融資した件数
29.43％

令和6年度
360件

13件

（注）「保証契約を解除」とは根保証の期限到来前に
保証を解除した場合または根保証の期限到来
時に期限を延長しなかった場合をいいます。

 なお、「保証債務整理」については、当金庫をメ
イン金融機関として成立に至った経営者保証
に関するガイドラインに基づくお申し出はあり
ませんでした。

県制度融資
令和6年度実績 483件 3,193百万円

長浜市制度融資
令和6年度実績 32件 151百万円

令和6年度経営改善支援取組先 42先
（内訳）「滋賀県中小企業活性化協議会」活用による支援先 10先
　　　その他経営改善支援取組先 32先
定期的なモニタリング先 41先（延べ 45回実施）

2. 地域の面的再生への積極的な参画
■金融、情報、ノウハウ、人材等の支援を通じ、地方公共団体・　経済団体等との連携・強化を図りながら、地域活性化
に努めております。
 ●「長浜市中心市街地活性化基本計画」への参画
 ●「長浜市産業振興ビジョン」、「長浜ビジネスサポート協議会」への参画
 ●「ながしんビジネスプランコンテスト」協賛


























